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新潟県が公表した「令和２年度県内産業デジタル化構想策定事業 調査報告」によると、県内企業の７

割以上で DXが十分に認知されておらず、DXを推進するための人材や資金等も不足していると指摘されて

います。 

こうしたことを踏まえ、NICO（公益財団法人にいがた産業創造機構）では、県内企業の DXへの取組を

後押しし、競争力強化・維持によってビジネス環境の激しい変化に対応するため、企業の取組段階に応じ

て、以下の３事業により支援します。 

ついては、各事業の募集について、報道等でお取り上げくださるようお願いいたします。 

 支援事業 支援対象 支援策種別 DX取組段階 

１ DX伴走アドバイザー派遣事業 
利用企業向け 

専門家派遣 検討初期段階 

２ データ利活用型設備導入助成金 
助成金 

システム・機器等導入段階 

３ DX推進試作開発助成金 開発企業向け ソリューション開発 

 

１ DX伴走アドバイザー派遣事業  

DXの推進を検討する企業に専門家を派遣し、DXを視野に入れた経営計画の策定を支援します。 

・派遣回数 最大５回（派遣決定日から令和４年１月31日までの期間で実施） 

・費用負担 アドバイザー謝金（税込43,200円/回）の半額（但し２回目の派遣までは無料） 

・申請期限 令和３年12月28日（火）まで（※申請状況によって早まる場合あり） 

２ データ利活用型設備導入助成金  

AI・IoTを活用したシステム・機器等の導入等によるデータ収集・分析等を通じて、生産性や付加価

値の向上を図り、他の中小企業のモデルになり得る取組に対して助成します。 

・助成率、助成限度額 1/2以内、250万円／件（事業実施期間は交付決定日から令和４年２月28日） 

・助成対象経費 機械装置・器具・システム等導入費、専門家経費、外注費等 

・申請期限 令和３年６月11日（金）必着 

３ DX推進試作開発助成金  

 県内企業のデジタル化に資する製品・サービスの開発・実証事業に対する助成金であり、開発側企業

と利用側企業等で構成した共同事業体による事業化を支援します。 

・助成率、助成限度額 1/2以内、500万円／件（事業実施期間は交付決定日から令和４年２月28日） 

・助成対象経費 人件費、謝金、旅費、備品費、開発費、調査分析費、雑費等 

・申請期限 令和３年６月11日（金）必着 

 

【添付資料】 

・募集案内チラシ（各事業１枚） 

 

 ＜この件に関するお問い合わせ先＞  
（公財）にいがた産業創造機構 産業創造グループ IT支援チーム 担当：山田、小林、久我 

〒950-0078 新潟市中央区万代島５番１号万代島ビル９階 
TEL：025-246-0069（チーム直通） FAX：025-246-0030 E-Mail：it@nico.or.jp 

ＤＸの推進を目指す中小企業等に新たな支援を実施 
～ＤＸ関連アドバイザー派遣・助成金の利用者を募集～ 



専門家が相談にのります

DX伴走アドバイザー派遣事業

自社のDX推進をお考えの方へ

支援内容

DX推進に係る経営計画策定に向けた支援

－企業のDX取り組みレベルに合わせ、ヒアリング等により現状確認、経営
資源の整理、ビジョン検討、課題整理等を行い、DX推進のためのロード
マップ等の計画策定支援を実施します。

ビジネス環境の激しい変化に対応できる企業を目指す取り組みとして、
DX（デジタルトランスフォーメーション）が注目されています。

自社の現状は？ビジョンとは？どこをDXするべきか？

専門家を派遣し、DXを目指す経営計画を一緒に考えます。

裏面もご覧ください

対象者

新潟県内に事業所を有する中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第２条
に規定する中小企業者のうち以下のすべてに該当するもの

⑴ DXにより経営の向上を目指す意欲のあるもの
⑵ 経営の向上に関する目的又は目標が明確であるもの
⑶ DX伴走アドバイザー派遣事業により、支援の効果が期待できる状況で

あると判断されるもの

派遣期間
派遣決定日から令和4年１月31日（月）までの期間で最大５回

派遣アドバイ
ザー選定

指定 or 事務局
へ相談

申請期限

令和３年
12/28（火）

派遣料

2回目まで無料
その後は半額負担

※１

※１派遣DX伴走アドバイザーに係る謝金（税込43,200円/回）の半額を負担。
※２申請期限前でも、予算額に達した場合は受付を終了します。

※２

申請前に
まずはご相談
ください



基本的な事業の流れ

詳細・申請書類はこちらのホームページからご確認ください

https://www.nico.or.jp/sien/senmonka/47102/

お問い合わせ先

（公財）にいがた産業創造機構 産業創造グループ
IT支援チーム（担当：久我、山田）

TEL：025-246-0069（直通） E-mail：it@nico.or.jp

N
IC

O
申
請
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業

DX伴走
アドバイザー

申請方法・提出書類

STEP１ NICO担当者に事前相談

（申請書をご準備いただく前に、必ずご相談ください。）

STEP2 以下の書類を郵送、持参または電子メールにて提出

①DXアドバイザー派遣申請書（第１号様式）
②決算書の写し（直近２期分）
③会社概要が分かる資料（パンフレット等）
※その他、申請内容により追加書類の提出をお願いすることがあります。
※電子メールにてご提出いただく場合は、再加工防止のため、PDF形式でご提出ください。

⓪事前相談
①申請書類の提出
⑤負担金の振込
⑧‘派遣終了後、報告書の提出

②事前ヒアリング・審査
③アドバイザーの紹介・調整

※希望のアドバイザーがいない場合

④派遣決定通知、負担金請求書送付

⑥派遣依頼
⑨謝金の支払⑦支援

⑧報告書等の提出
⓪‘事前相談

※希望のアドバイザーがいる場合



お問い合わせ先

産業創造グループ IT支援チーム（担当：小林、久我）

TEL: 025-246-0069（直通） E-mail: it@nico.or.jp

データ利活用型 設備導入助成金

AI・IoTの導入を支援します！

対象事業 AI・IoTを活用したシステム・機器等を導入する等により、

データ収集・分析等を行う県内中小企業のモデル的な取組※

※本事業における「モデル的な取組」とは、システム・機器等を導入する等により、
AIやIoTの活用、データ収集・分析等を通じて付加価値向上が期待されるものであり、
かつ、他の中小企業者への波及効果が期待できるものをいう。
なお、取組は、新潟県内で実施するものとする。

機械装置・器具・システム等導入費、専門家経費、外注費、
その他経費

事業実施期間 交付決定日から令和４年２月28日（月）まで

令和３年４月21日(水)～令和３年６月11日(金)

詳細はホームページをご覧ください

新潟県内に本社又は事業所、工場を設置している中小企業者

250万円/件 1/2以内

助成率

• 生産情報（生産数、不良数、機械状況等）のリアルタイム取得
による不良率の低減、品質安定化

• AI判定機能を用いた画像検査機導入による検査精度の向上
• 工作機械の稼働状況の見える化による生産性向上 など

対 象 者

対象経費

募集期間

採択事例

https://www.nico.or.jp/

sien/hojokin/48258/

助成限度額

令和２年度AI･IoT
導入促進助成金



https://www.nico.or.jp/sien/hojokin/46882/

お問い合わせ先

（公財）にいがた産業創造機構 産業創造グループ IT支援チーム（担当：山田、久我）

TEL：025-246-0069（直通） E-mail：it@nico.or.jp

本助成金の詳細は こちらのホームページをご覧ください

ＤＸ推進試作開発助成金

DX推進に向けた製品・サービスの開発を資金面からサポートします！

助成限度額

500万円／件

助成率

1/2 以内

助成対象経費

人件費、謝金、旅費、
備品費、開発費、
調査分析費、雑費等

令和３年４月26日(月) ～
令和３年６月11日(金)17：00必着

対象事業
県内企業のデジタル化に資する製品・サービスの開発・実証
を行う事業

県内に主たる事業所を持つ製品・サービスを開発する者を代表
とし、製品・サービスの顧客（ユーザ）となる者等で構成され
た共同事業体（コンソーシアム）
※助成金の交付先は共同事業体の代表者となります。
※大学、研究機関等の共同事業体への参加は必須ではありません。

助成対象者

募集期間

交付決定日から令和４年２月28日（月）まで
※交付決定：7月下旬（予定）

事業期間

注意事項
○申請前に必ず事務局（下記お問い合わせ先）までご相談くだ
さい。

○交付決定前に契約・納品され発生した経費は助成対象となり
ません。

採択件数 ５件程度


